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地域医療構想における将来の医療需要と病床の必要量の推計に当たって

の留意点（案） 

 

 

○ 地域医療構想では、都道府県が、都道府県及び構想区域を単位として、

将来の医療需要と各医療機能の病床の必要量の推計を行うことから、以下

のような点に留意すべきではないか。 

 

 ① 社会保障・税一体改革の推計では、各医療機能の将来の患者数につい

て、一定の仮定を置いて推計を行っているが、DPCデータやレセプトデ

ータなどのデータを活用して、できる限り、患者の状態や診療実態によ

り即した推計を行う必要があるのではないか。 

 

 ② 社会保障・税一体改革の推計では、平均在院日数や在宅・外来等への

移行について、一定の仮定を置いて推計を行っているが、DPCデータや

レセプトデータなどのデータを活用して、できる限り、患者の状態や診

療実態を踏まえた前提のもとに推計を行う必要があるのではないか。 

 

 ③ 都道府県間・構想区域間の患者の流出入や地域差の要因分析等を踏ま

えた推計をどのように行うか。 

 

 

○ その他、どのような留意点があるか。 
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